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再生粗骨材を混合使用した再生コンクリートの実用化に関する研究

要    旨

コンクリー ト塊からコンクリー ト用骨材を製造して再利用する技術に関しては,古 くから多数の調
査 。研究が報告されており,建設省からも1996年度に基・規準 (案)が提示されている。しかし,実
構造物への適用は,製造コス トの高さなどが障壁となり,ほ とんど進んでいないのが実状である。

そこで,筆者らは,上記の基 。規準 (案)と は異なる再生コンクリー トの製造方法を開発した。そ
の方法とは,簡略な機器構成により再生粗骨材を製造し,それを普通粗骨材と混合 して使用すること
により,構造体コンクリー トとしての要求品質を確保しようとするものである。この研究の過程では ,

開発した方法によって製造した再生コンクリー トの強度特性,耐久性,耐火性,構造性能,施工性な
どについて検討し,調合設計法および品質管理方法の設定に必要な資料を得た。また,市中プラント
が対応できない場合の再生コンクリー ト製造方法を提案し,そ の実用化に関わる検討を行った。さら

に,筆者らの開発した方法の経済性および環境負荷を評価し,その有効性を確認した。

キーワー ド リサイクル/再生コンクリー ト/再生骨材/コ ンクリー ト塊/コ スト/環境負荷
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Synopsis:

We developed the onginal production method of recycled aggregate concretei the manufactuttng process of

recyded aggregate is simple;no removal of o五 ginal monar is cOnducted,and natural aggregate is replaced with

recycled aggregatc according to the required quanty of cOncrete.

This paper descnbes the vanous quality of that recycled aggregate concrctei strength dharacters, durability, rire

resistance, structural behavioL perfon■ ance for construction work, the Onginal production ■lethod of r∝ ycled

aggregate concrete when ready m放 ed concrete plant is not avttlable,and the evЛ uation of cost erect市 eness and

environmental impact.
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1.は じめに

1.1研究の背景

近年,わが国は,地球環境汚染,天然資源の枯渇ある

いは最終処分場の逼迫により,従来の消費型社会から循

環型社会への転換を迫られている。このような社会情勢

の中にあって,建設産業は,全体の19%に 当たる産業廃

棄物 (7,500万 t/年 )を排出しており1),環境保全に対

する社会的責務をより積極的に果たしていく必要があ

る.特に,建設廃棄物の37%を 占める1)コ ンクリー ト塊
の再利用の促進は重要な課題である .

1.2再生 コンク リー トの現状

コンクリー ト塊のコンクリー ト用骨材への再利用技術

に関しては,古くから多数の調査・研究が報告されてい

る。また,建設省 。総合技術開発プロジェク トにより
1996年度に「建築物への適用を考慮したコンクリー ト

用再生骨材の暫定品質基準 (案 )」 (以下,骨材基準案

という)お よび 「再生骨材コンクリー トの使用規準
(案 )」 (以下,コ ンクリー ト規準案という)が提示さ

れている
?).表 1お よび表 -21こ , これ らの基・規準

(案 )に規定された再生骨材およびコンクリー トの品質

区分を示す .

再生コンクリー トの本格的な利用 には,一般のRC構   擢
材
黒

造物への適用が欠かせないが,表 -21こ よれば,そのた

めには再生粗骨材 1種 (表 1の品質区分)を用いた区分

Aの コンクリー トとしなければならない。この粗骨材の

品質は普通粗骨材に近いものであり,その製造に当たっ

て,再生粗骨材に付着するモルタル分をほとんど除去し

なければならない (以下, このような再生骨材・コンク

リー トの製造方針を総プロ方式という)。 そのために

は,例 えば,図 -1(a)に 示すような多数の処理工程が必

に適した再生コンクリー トの調合設計法,品質管理方法

の設定を目的として,再生粗骨材の品質およびそれを用

いたコンクリー トの強度特性,耐久性,耐火性,構造性

能,施工性などについて検討を重ねてきた。また,市中

プラントが対応できない場合の再生コンクリー ト製造方

法を提案した。さらに,本研究方式の経済性および環境

負荷を評価した.本報では, これら一連の研究成果を取

りまとめて紹介する。

2.再生粗骨材の製造とその品質

本研究方式に基づき再生粗骨材を製造した場合の再生

粗骨材の製造効率 (以下,収率という)や品質を調べる

ために,実機プラントによる製造実験を行った
3).

2.1再生粗骨材の製造

(1)骨材製造プラン ト

本研究方式における再生粗骨材の製造では,付着する

モルタル分の除去が目的ではなく,骨材粒度の調整のみ

を行う。そのため,機器構成は,図 llblに 示すよう
に,破砕機2種類と振動ふるいからなる簡略なものとな

表-1 骨材基準案における再生骨材の品質区分2)

有機系
混合物

の

再 生
粗骨材 1以下

再 生
細骨材

(%)

表-2ョシヶy=ド冴芦蒼援奈r烏選牢

要 とな り,多 くのコス トがかかる。ま

た,除去するモルタル分が多くなり,そ
の処分が問題になる。これらのことが ,

再生コンクリー トの建築構造物への適用

が進まない理由のひとつとなっている。

1.3研究の 目的

筆者らは,総プロ方式とは異なる再生
コンクリー トの製造方法 として,図―

1(blに 示すような少ない処理工程によっ

て製造した,モルタル分をある程度含む

再生粗骨材を使用する方法を開発した。

この方法では,再生粗骨材と普通粗骨材
を混合してコンクリー トに使用し,その

混合比率を調整することで構造体コンク

リー トとしての要求品質を確保する (以

下,本研究方式という。また,現時点で
は ,再 生細骨材の使用 は考 えて いな
い).こ の研究の過程では,本研究方式

コンクリート塊

ホッパ

レンプロ
フィーダ

グリズリー
フィーダ

ジョークラッシヤー

インパクトクラッシャー

イ

振動ふるい

ンパクトクラッシヤー

振動ふるい

鉄くず

用  途

一般のR∝造物
上に接する基礎

土に接する床スラブ

無筋の非構造体

区分

A

B

6

C

D
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微粒分
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エアセパ ―タ
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図-1 再生骨材製造フロー

5.0を超え10.0以下
7.0以下

5,0以下

2種

2種

1種

3種 5.0を超え7.0以下

3.0を超え5,0以下 1.5以下

3.0以下1種

吸水率 (%)
洗い損失量
(%)

区分

再生2種再生3種

再生1種
再生2種

普通
再生1種

細骨材粗骨材
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表-3 E塊の概要
要因とその水準

目標
強 度
(N/
_12)

30

40

強度試験結果 *

弾
係
(× 10
/,lrll

2.34

2.61

2,86

6.22

1.37

59。 3

36.5

写真-1 再生骨材製造プラント
表-4 解体建物の概要

場  所 都市近郊,海岸隣接地域

建物用途 火力発電所タービン建屋

敷地面積 約104,000■ 12

延床面積 約18,0001n2

構  造 鉄骨造 ;地上10階 US

経  年 37年 (1・ 2号機),36年 (3号機) T/G

BS

る。実験では,写真-1に示すような,仮
設の再生クラッシャラン製造プラントに対

して,破砕機のオープンセット,ふるい目の大きさをコ

ンクリー ト骨材用に変更するなど,若千の調整 。改良を

加えたものを使用した .

(2)原 コンク リー ト

再生粗骨材の原料となるコンクリー ト塊 (以下,原 コ

ンクリー トという)と して次の2種類を用意した。一種

類は,表 -31こ概要を示すような,圧縮強度および投入

寸法 (一辺の寸法)を要因として実験用に製作した立方

体のコンクリー トブロック (以下, E塊 という)で あ
る。また,も う一種類は,表 -41こ概要を示す火力発電

所タービン建屋の解体に伴い発生し,圧砕機により最大

寸法300mm程度に砕かれた状態のコンクリー ト塊 (以

下,D塊 という)で ある.表 -51こ ,その概要を採取部
位別 (US,T/G,BS)|こ 示す .

2.2収率

総プロ方式に基づき再生粗骨材を製造した場合,収率

は20～ 30%程度であると報告されている・ )。 それに対

し,実験で得 られた収率は55～ 77%の 範囲にあった。

現状技術では副次的に発生する再生細骨材および微粒分

の使用は困難であり, これらは結局処分するしかない。

したがって,本研究方式の方が,総プロ方式に比べてコ

ンクリー ト塊の再利用率が高いといえる。

2.3再生粗骨材の品質

表-61こ ,実験で得られた再生粗骨材の品質を示す。
これらは,ЛS A 5005「 コンクリート用採石および砕

砂」に規定される砕石の絶乾比重,吸水率,安定性,洗
い損失量のいずれの品質にも適合しない。すなわち,普

通砕石よりも品質が劣る.特に,骨材に残存するモルタ

*1建設記録の調査による,*2平均値
表-6 再生粗骨材の品質

試験項目

,ヒ重

*再生骨材製造時に行った試験の平均値 (現場封かん養生)

表-5 D塊の概要
コア試験結果*2

弾 性
係 数

(× 101N
/1_2)

2.74

2.37

2.82

D塊

2.31

2.46

記号

BS

(■ml法

率

寸

粒

大最

粗

吸  水  率*(%)

安 定 性 能)

単位容積質量 (kg/D

実 積 率 能)

洗 い 損 失 量*(%) 1,03

骨材

強度

22.2

15.2

有機系の混入物*(%) 0.02

*骨材基準案に規定されている品質

ル分の影響によ り吸水率が高 くなっている.ま た ,

表-1と の比較か らわかるように, これらの品質は,骨
材基準案の 3種または規格外の再生粗骨材に相当するも

のである。

なお,E塊 の実験結果によると,原コンクリー トの圧
縮強度や投入寸法は,骨材品質に大きな影響を与えない

ようである。

3.再生コンクリー トの品質

本研究方式では,粗骨材全体に占める再生粗骨材の容

積比率 (以下,置換率という)を調整することで,コ ン

クリー トとしての要求品質を確保する。この方法で製造

した再生コンクリー トの強度特性,耐久性,耐火性,構
造性能 (付着性能)および施工性 (ポ ンプ圧送性)を調
べるために,前章で製造した再生粗骨材を用いたコンク
リー トに対して,各種の実験を行った。
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3.1強度特性および耐久性
コンクリー トの強度特性および耐久性に及ぼす再生粗

骨材の品蜜あるいは置換率の影響を調べるため,置換率
以外の調合条件,再生粗骨材以外の使用材料を同一とし
たコンクリー ト (水セメント比60%,空気量4.5%,単位
水量180kg/ma)の 試験練りを行った S).

図-2は ,コ ンクリー トの諸品質と置換率あるいは原
コンクリー ト種類の関係を示したものである。同図によ

ると,置換率の増加に伴って,圧縮強度,弾性係数は低
下し,乾燥収縮率は増大する.中性化深さ (促進中性化
試験による)お よび耐久性指数は,普通コンクリー トと
ほぼ同等であるが,D塊 のケースで品質の低下するもの
がある.ま た,全般に,D塊 のケースの方が,E塊 の
ケースに比べて再生粗骨材の置換によリコンクリー ト品

質が大きく低下する傾向が認められる。これは,E塊 ,

D塊の原骨材 (原 コンクリー トに使用されていた骨材 )
が,それぞれ硬質砂岩砕石,川砂利と異なることが原因
であると考えられる。

3.2耐火性

再生コンクリー トの含水率は,再生粗骨材の吸水率が
高いことに起因して,普通コンクリー トよりも増大する
ものと予測される.一般に,コ ンクリー トは含水率が高
いほど火災時に爆裂する危険性が高くなるため,耐火性
の評価を目的とした実験を行った

3).

実験では,」IS A 1304「 建築構造部分の耐火試験方

法」に規定された 1時 間加熱の条件で 15φ ×30cmの 円

柱供試体を加熱した。試料コンクリー トは水セメント比

を50お よび60%,置換率を0～ 100%と し,再生粗骨材に
は表-6中 のBSを 使用した。

実験結果によると,2ヶ 月間気中養生後 (加熱試験

時)の含水率は,普通コンクリー トが4,3～ 4.7%で あっ
たのに対し,再生コンクリー トでは置換率が高いほど増
加し,100%の ときに6.9～ 7.1%で あった。ただし,加熱
実験では,いずれの場合も爆裂は生じず,こ のことか
ら,再生コンクリー トの耐火性は,普通コンクリー トに
比べて遜色ないものと考えられる。

3.3付着性能

再生コンクリー トの隠3部材としての構造性能を確認

することを目的として,材料性質に影響される付着性能
に関する実験を行った

6).

試験体は,図 -31こ 示すような単純梁形式とし,コ ン
クリー トの置換率を要因 (水準 :0～ 100%)と して6体

製作 した。試験体の片側の横補強筋比を0.56%(間 隔
@40,m),も う片側 の横補強筋比 を0.19%(間 隔
@120rruYl)と し, これにコンクリー ト打設面に対する

主筋位置を考慮 して,1試験体につき4箇所の試験を行
った。試験は一方向単調載荷とし,図中の試験区間にお
ける主筋の付着応力度と自由端変位を測定した。

置換率 (%)

図-2 再生コンクリートの諸品質と置換率の関係
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図-3 付着試験体の形状および加力方法
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図-41こ ,最大付着応力度と置換率の関係を示す 同
図には,横補強筋比が高い場合に,置換率の増加に伴っ

て最大付着応力度がやや低下する傾向が認められる。た

だし,学会式 7)に実験条件を当てはめて付着割裂強度
を算定し,実験値と比較すると,図 -51こ示すように ,

全てのケースで実験値が計算値を上回つている。すなわ

ち,学会式によって,置換率に関わらず,再生コンク

リー トの付着割裂強度を安全側に評価できる .

3.4ポ ンパビリティー

コンクリー ト施工時の代表的な性質であるポンパビリ

ィーを確認するために,水平部分58m,垂直部分3mの

輸送管を配し (配管 :125り ,置換率を0,15,30%に

変化させたコンクリー ト (水セヌント比50%,ス ランプ

18cm)の ポンプ圧送実験を行った.).

図-61こ ,管内圧力損失とコンクリー ト吐出量の関係
を示す。同図によると,水平圧送時,垂直圧送時のいず

れの場合も,再生コンクリー トの方が普通コンクリー ト

に比べて管内圧力損失がやや大きくなっている。しか

し,その増加量は,実用上差し支えないものであると考

えられる.なお,圧送前後のコンクリー ト品質 (ス ラン

プ,空気量,圧縮強度)の変化に,再生コンクリー トと

普通コンクリー トの場合で差異は認められなかった .

4.調合設計の考え方

4.1相対品質値法

3.1節 で示したように,再生コンクリー トの品質のう

ち,圧縮強度,弾性係数および乾燥収縮率は,再生粗骨
材の品質および置換率の影響を受ける。したがって,再
生コンクリー トの調合設計に当たっては, これらの品質

に対する置換率および骨材品質の影響を事前に推測する

必要がある.こ のことについては,菊池・道正らにより

相対品質値法が提案されている
1° .こ の方法は,次式

により得られる相対品質値を評価指標として,再生コン

クリー トの品質を推定するものであり,基礎的な実験に

より,吸水率あるいは400kN破 砕値をパラメータとし

たときに,再生コンクリー トの諸品質と相対品質値がほ

ぼ比例関係にあることが確認されている
l° l.

@サ =
2ソ ('Xα +@/(デ ×うキ@ソ N× C

,十 b+C
Qど  :骨材の相対品質値
慈G:普通粗骨材の物性値
QrG:再生粗骨材の物性値
9瘤V:普通細骨材の物性値
a :普 通粗骨材の絶対容積 (′ /m3)
b :再 生粗骨材の絶対容積 (′ /m3)
c I普 通細骨材の絶対容積 (′ /ma)

4.2コ ンク リー ト品質の推定

図-7は ,再生コンクリー トの諸品質と相対吸水率
(吸水率をパラ,大―夕とした相対品質値)の関係を示し

185◆
30

175

弾
０

単位水量
(kg/m9) /

″0

押 /
―一水平管
__垂 直管

σ

ポンプ圧送指針士(スランフ
°
18cm)

（
Ｅ
汗
Ｅ
Ｅ
＼
Ｚ
）

ネ
堅
ぺ
凹
Ｅ
細
Ｇ
ひ
却
Ｅ

”
細
壇
得

005

004

003

002

001

000
0     10     20     30    40     50     60

コンクリート吐出量 (mγh)
★ウクリトホ
°
ンフ・工法施工指針 同解説 (日 本建築学会)による推定値

図-6 管内圧力損失 とコンク リー ト吐出量の関係
70

ぐ
Ｅ
Ｅ
彦
）
超
韻
韓
四

⊇

０

お

お

４

２

４

ぐ
Ｅ
Ｅ
彦
寸？

×
）
覇
蟷
型
獣

奪
？

×
）
辞
鐸
野
殴
母

20

34

3

2

0

9

8

2 3

相対吸水率 (%)

4 5

こ こに

0   15  30    50             100
置換率 (%)

図-7 再生コンクリートの諸品質と相対吸水率の関係

たものである。ここで,試料コンクリー トは,再生粗骨
材に表-6中 のBSを 用い,コ ンクリー トの主要な調合条

件 (水セメント比,単位水量および置換率)を変化させ
たものである また,図 中には,コ ンクリー ト規準案に
規定される区分Aお よびBの上限値に相当する相対吸水

率の値を示してある。

同図によると,再生コンクリー トの諸品質と相対吸水
率の間に明確な相関性が認められる。このことから,調
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合設計に当たって,相対品質値法によリコンクリー ト品

質を推定し,要求品質に基づき適切な置換率を設定する

ことが可能である。なお,実験に用いた材料の場合,相

対吸水率2,7%(置換率35%程度に相当)以下であればコ

ンクリー ト規準案の区分Aに ,相対吸水率3.8%(置換率

80%程 度に相当)以下であれば区′刀`Bの コンクリー トに

相当する品質が確保できることになる .

5.再生粗骨材現場投入方式による再生コンク

リー トの製造

筆者らは,再生コンクリー ト製造への対応について ,

京浜地区の市中プラントに対してアンケー ト調査を行っ

た。その結果を図-81こ 示す。「対応可能」との回答は

全体の42%(26社 中の11社)であり,過半数の市中プラ

ントが,貯蔵ヤー ド・貯蔵ビンに再生骨材を受け入れる

余裕がないなどの理由から,「条件により対応可能」あ

るいは「対応困難」と回答している。そこで,市中プラ

ントが対応できない場合の再生コンクリー ト製造方法を

提案し,その実用化に関わる検討を行った。).

5.1現場投入方式の概要

図-91こ ,本研究で提案する再生コンクリー トの製造

方法 (以下,現場投入方式という)の概要を示す.こ の

方法では,まず,再生粗骨材を除く材料 (以下,ベース

コンクリー トという)を市中プラントで練り混ぜ, トラ

ックアジテータに積載して工事現場に輸送する。次に ,

工事現場内に設置した仮設の計量・投入設備により再生

粗骨材を計量し, トラックアジテータ内に投入する そ
の後, トラックアジテータを高速回転させて,再生粗骨

材とベースコンクリー トを練り合わせる, という手順に

より再生コンクリー トを製造する

この方法によれば,市中プラントに再生粗骨材を貯蔵

する必要がないため,プラント設備に左右されずに再生
コンクリー トを製造できる。また,建替え工事におい

て,再生粗骨材の輸送がないなどの利点がある .

5.2現場投入方式の製造条件

現場投入方式による再生コンクリー トの製造では, ト

ラックアジテータ内において再生粗骨材を均―に分散さ

せることが技術的な口果題となる そこで,実機 トラック
アジテータによ り再生コンクリー ト (水 セヌント比

50%,ス ランプ18cm,再 生粗骨材に表-6中 のBSを 使

用)を製造し,通常の製造方式と同程度に均質なコンク

リー ト品質が得られる現場投入方式の製造条件について

検討した .

図-10に , トラックアジテータ内の品質の変動 (単位

粗骨材量,再生粗骨材の混入率,ス ランプ,圧縮強度 )

と高速撹拌時間 (ド ラム回転速度 :15rpln)の 関係を示

す。ここに,圧縮強度の変動は, トラックアジテータか

ら排出されるコンクリー ト流を3等分した各部分間のば

15
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隠露騒熙圃 (1996年 4月 実施)
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図-8 市中プラントの再生コンクリート製造への対応
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図-10 トラックアジテータ内の品質の変動と
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らつき (標準偏差)で表し,他の品質の変動は,3箇所

の測定値のうちの最大値と最小値の差で表している .

これらの図によると,置換率50%の場合,いずれのコ

ンクリー ト品蜜の差あるいは標準偏差も,高速境拌時間
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表-7 モデル建物の概要
各資材の使用量(mつ

表-8 計算要因・水準および
計算要因・水準象

の
分

体

設

件

対
物
区

解

新

クラッシャラン 再生材の

用  途

な し
33,800*2

クラッシャラン
+
コンクリ…卜用
粗骨材

*プラント設備は購入するものとする

仮定条件

収率

100%

再生ウクリト製造資★

再生粗骨材製造資

再生細骨材・微粉処分資

*再生」シクリト製造費に
再生粗骨材に関する
費用を含まない

*1絶対容積,*2か さ容積
クラッシャラン

0分から2分程度にかけて急激に減少し,そ
の後は通常の製造方式の場合と比べて同程度

になっている.ま た,置換率30%の場合もほ
ぼ同様な傾向を示している。

これらのことから,再生粗骨材とベースコンクリー ト
を均等に混ぜ合わせ, トラックアジテータ内におけるコ

ンクリー トの諸品質を通常の製造方式と同程度に均質に

するためには,本実験の条件下では,高速撹拌時間を2

分以上とすればよいことになる。

6。 経済性および環境負荷

表-4に示した火力発電所タービン建屋の建替え工事

をモデルとして,その解体に伴うコンクリート塊の再利
用に関わるコストを試算した。また,環境負荷を評価す
るためにその代表特性であるC02排出量を試算した1° .

6.1計算方法

表-7に ,モデルとした解体および新設建物の概要を
示す。また,表 -8に ,計算要因・水準および仮定条件
を示す.コ ス トの試算では,図 11に示す項目につい
て,材料費lD,設 備費1上 輸送費n),重 機リース費
(メ ーカーヒアリングによる)な どを計算して積算し
た。また,C02排出量については,ライフサイクルC02
評価を目的として整理された原単位

りを用いて,再生
粗骨材およびコンクリー トの製造とその輸送,コ ンク

リート塊の再資源化施設における処理までを一連の工程

として計算した .

コストおよび環境負荷の試算は,①再利用を行わない

場合,②既に一般的な再利用の用途であるクラッシャラ
ン (路盤材など)のみに利用する場合,③クラッシャラ
ンに加えてコンクリート用粗骨材として利用する場合 ,

について行った。また,③のケースについては,計算要
因として,再生骨材・コンクリートの製造方針,コ ンク
リート製造方法および置換率を取り上げた。

図-12に ,再生コンクリー トの製造に関わるコスト
(ただし,再利用しない場合に対するコストの比率とし
て表記)お よびC02排出量の試算結果を示す .

6.2 コス ト
現場内プラント設置方式によるコンクリートの製造

は, ここでモデルとしたような大規模工事であっても,

他の製造方法と比較してコストが高くなり,現実的な方
法とはいえない。一方,市中プラント利用方式と現場投

再利用に関わるコス トの計算項目および構成

ラッシャランのみに再利用する場合 o6動

★()内の値は再利用しない
場合 (5171‐C)に対する (051)
比率を示す (047)

(04)
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図-12 コストおよびC02排出量の試算結果

入方式では,コ ストはほぼ同等である。そこで,市中プ
ラント利用方式および現場投入方式に着日して他の計算

要因の影響を比較する。

コンクリー ト塊をコンクリー ト用粗骨材として再利用

する場合,そのコストは,再生骨材・コンクリー トの製
造方針に関わらず再利用しない場合よりも小さくなる .

しかし,総プロ方式の場合は,ク ラッシャランのみに再
利用する場合と比較してほとんど差異がない。それに対

し,本研究方式ではさらに15%程度のコスト縮減効果が
認められる。なお,図 -12に よると,コ ストに対する置
換率の影響は小さいが, これは,新設建物に使用するコ
ンクリー トに対して解体コンクリー トから生産される再

生粗骨材が少ないことによるものである 逆のケースで
は,置換率が高いほどコストが縮減される。
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6.3 C02排 出量
コンクリー ト塊をコンクリー ト用粗骨材に利用した場

合,ク ラッシャランのみに利用する場合に比べてC02排

出量が低減する。また,本研究方式の方が,総プロ方式

に比べてC02排 出量が少なくなる。コンクリー ト製造方

法による比較では,市 中プラント利用方式,現場投入方

式,現場内プラント設置方式の順に,資材の輸送量が少

ないことに起因してC02排 出量が低減している。

7.ま とめ

筆者らは,構造体利用を目的とした再生コンクリー ト

の製造について,建設省が提示する方法 (総プロ方式 )

とは異なる方法 (本研究方式)を開発し,その実用化に

関わる一連の検討を行った.本研究で得られた知見は ,

以下のとおりである .

(1)本 研究方式によれば,簡略な機器構成により再生粗

骨材を製造できる.また,総プロ方式に比べてコン

クリー ト塊の再利用率を高めることができる。

(2)本研究方式に基づく再生コンクリー トでは,置換率

の増加に伴い,コ ンクリー トの圧縮強度,弾性係数

が低下し,乾燥収縮率が増大する。ただし,調合設

計では,こ れらの品質の低下量を相対品質値法によ

り推定し,置換率を調整することで,コ ンクリー ト

としての要求品質を確保できる .

(3)置換率の調整により,建設省の規準 (案 )に規定さ

れる 「一般のRC構造物」用の再生コンクリー トと

同等の品質を確保できる。

(41再生コンクリー トの耐火性,構造性能および施工性

は,実用上,普通コンクリー トと同等と考えて差し

支えない .

(5)市中プラントの対応が困難な場合,本研究で提案し

た現場投入方式は,再生コンクリー トの製造方法の

ひとつとして有効である .

(6)本研究方式で再生コンクリー トを製造した場合,少

なくとも大規模工事であれば,再利用しない場合 ,

あるいは,現状における一般的な再利用方法に比べ

てコストおよび環境負荷が低減する .

なお,本研究では, ここに紹介した事項の他に,再生

コンクリー トの熱特性・クリープ,コ ンクリー ト中の再

生粗骨材混入率の検査方法,照ε部材としての長期性状

などについても確認している。そして,こ れら一連の研

究成果 を踏 まえ ,「 再生 コンク リー トエ事仕様書

(案 )」 を作成した.今後は,こ の仕様書 (案 )を充実

させていくとともに,再生コンクリー トの実構造物への

適用を図っていく予定である。
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